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一
方
、
合
併
を
否
定
す
る
要
因

と
し
て
は
、
人
情
風
俗
の
相
違
・

愛
郷
心
喪
失
へ
の
不
安
、
財
産
の

不
均
衡
、
役
場
な
ど
公
的
機
関
へ

の
距
離
的
不
安
感
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。
当
初
の
試
案
に
よ
る
話
し

合
い
が
か
な
り
進
ん
で
い
た
こ
と

や
、
ブ
ロ
ッ
ク
間
の
不
信
感
な
ど

数
々
の
問
題
点
は
あ
り
ま
し
た

が
、
最
終
的
に
市
制
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
大
き

な
原
動
力
と
な
っ
た
の
が
若
者

（
青
年
団
）
と
女
性
（
婦
人
会
）

が
示
し
た
行
動
力
で
し
た
。

■
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

　

９
月
１
日
、
勝
山
市
が
成
立
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
７
月

15
日
付
け
「
町
の
新
聞
」
第

1
6
4
号
に「
大
勝
山
市
に
望
む
」

と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。そ
の
中
か
ら
青
年
団
、

保
健
所
所
長
、
商
工
会
議
所
局
長

な
ど
の
声
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま

す
。

１ 

、
機
業
家
の
団
結
で
織
物
研
究

所
を
作
り
、
時
代
感
覚
に
マ
ッ

チ
し
た
織
物
を
創
作
し
不
況
を

乗
り
切
る

２ 

、
長
山
公
園
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
併

設
の
公
園
と
し
、
市
民
が
気
軽

に
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

３ 

、
市
内
バ
ス
の
運
行
に
よ
り
相

互
に
地
域
間
の
交
流
を
は
か
る

４ 

、
婦
人
青
年
会
館
を
建
設
す
る

５ 

、
伝
染
病
を
防
ぐ
た
め
上
下
水

道
を
完
備
さ
せ
市
民
の
健
康
を

守
る

６ 

、
働
く
婦
人
の
た
め
に
市
民
食

堂
を
設
け
、
ま
た
母
親
の
健
康

を
守
り
、
婦
人
の
労
働
力
向
上

の
た
め
乳
児
保
育
所
を
建
設
す

る
７ 

、
市
民
の
声
を
聞
い
て
教
育
環

境
を
整
え
生
き
た
教
育
を
行
い

教
養
あ
る
人
間
を
育
成
す
る

８ 

、
社
会
福
祉
事
業
を
一
層
充
実

さ
せ
る

９ 

、
市
内
に
お
け
る
放
射
線
・
環

状
線
整
備
を
行
い
、
福
井
・
金

沢
方
面
へ
の
産
業
道
路
を
建
設

す
る

10 

、
田
園
都
市
と
し
て
の
魅
力
に

加
え
て
白
山
に
か
か
わ
る
伝
統

文
化
と
、
観
光
資
源
を
生
か
し

山
岳
都
市
を
目
指
す

■
勝
山
の
将
来
を
考
え
る

　

以
上
の
よ
う
に
集
約
で
き
ま

す
。
今
日
す
で
に
実
現
さ
れ
て
い

る
も
の
が
あ
る
一
方
で
、
ま
だ
実

現
を
見
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
市
の
発
展
を
祝

い
つ
つ
、
こ
れ
ら
の
意
見
も
参
考

に
し
な
が
ら
改
め
て
勝
山
と
い
う

地
域
を
振
り
返
り
、
市
民
一
人
一

人
が
未
来
の
勝
山
市
の
あ
る
べ
き

姿
を
考
え
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

（
文
責　

勝
山
市
史
編
さ
ん
室

山
田
雄
造
）

※ 

表
１
は
明
治
以
降
の
勝
山（
市
）

の
人
口
推
移
を
示
し
た
も
の

※ 

表
２
は
29
年
10
月
15
日
に
行
わ

れ
た
市
長
選
挙
の
際
の
有
権
者

の
数
で
す

※ 

表
３
は
30
年
の
４
月
27
日
か
ら

５
月
１
日
ま
で
の
5
日
間
に
行

わ
れ
た
市
制
祝
賀
行
事
の
日
程

と
種
目
で
す

※ 

背
景
写
真
は
、
勝
山
市
役
所
開

庁
式
で
の
万
歳
三
唱
の
様
子

　
（
昭
和
29
年
9
月
1
日
）

神明神社での廃町村式（昭和29年8月31日）

表２　昭和29年10月実施
　　　勝山市長選時の有権者数
投票区 有権者数

勝山町 9,365

平泉寺 1,295

村岡 1,472

北谷 1,092

野向 1,155

荒土 1,649

北郷 1,745

鹿谷 1,951

遅羽 　834

計 20,558　

年 人　口

明治５年（1872） 28,777人

昭和15年（1940） 31,404人

昭和30年（1955） 37,554人

平成26年（2014） 25,132人
注）平成26年の人口は4月1日現在

表３　昭和30年の市制祝賀行事の日程と内容
実施期日 内　　　　容

４月27日 市制祝賀・校舎落成記念　勝山中学校学芸会

４月28日
特別行事　物故自治功労者慰霊祭　戦没者慰霊祭
前夜祭　宝生流謡曲大会

４月29日
市制祝賀記念式典　琴・尺八・日本舞踊大会
祝賀旗行列・祝賀提灯行列・花火打揚大会

４月30日
支所訪問駅伝　カーニバル大会（機動・徒歩）
のど自慢素人演芸　名士隠芸大会

５月１日 花菱アチャコ劇団公演　浪曲と万歳

表１
勝山市の
人口推移
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平
成
26
年
9
月
1
日
を
も
っ
て

勝
山
市
は
市
制
60
周
年
、
人
生
で

い
え
ば
還
暦
の
年
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
過
去
を

さ
か
の
ぼ
っ
て
勝
山
の
姿
を
見
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
昭
和
29

年
（
1
9
5
4
）
に
大
野
郡
に
2

つ
の
市
が
成
立
し
ま
す
。
大
野
・

下
庄
の
2
町
と
7
村
が
合
併
し
人

口
約
4
3
5
0
0
人
の
大
野
市

と
、
勝
山
町
と
8
村
が
合
併
し
人

口
約
3
9
0
0
0
人
の
勝
山
市
で

す
。
明
治
21
年
に「
市
制
町
村
制
」

が
公
布
さ
れ
1
町
9
村
（
猪
野
瀬

村
は
昭
和
6
年
に
勝
山
町
に
合

併
）
が
成
立
し
た
の
は
翌
22
年
で

西
暦
1
8
8
9
年
で
す
。
市
制
60

周
年
を
迎
え
た
平
成
26
年
は

2
0
1
4
年
で
、
明
治
の
合
併
を

起
点
に
考
え
る
と
勝
山
市
制
施
行

の
前
と
後
で
ほ
ぼ
同
じ
年
月
が
経

過
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
中
世
か
ら
江
戸
時
代

　

12
世
紀
の
中
頃
か
ら
平
泉
寺
が

大
き
な
力
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、

九
頭
竜
川
沿
い
に
そ
の
勢
力
を
拡

大
し
て
い
き
ま
す
。
15 
・
16
世
紀

の
交
に
、
大
野
郡
は
九
頭
竜
川
と

真
名
川
が
合
流
す
る
下
荒
井
の
あ

た
り
を
境
に
、
現
在
の
大
野
市
域

を
中
心
に
南
袋
、
私
た
ち
が
住
む

こ
の
勝
山
市
域
を
中
心
に
北
袋
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
南

袋
は
そ
れ
ほ
ど
一
般
的
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
北
袋
と
い
う
呼
び
方

は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
使
わ
れ
て

い
き
ま
す
。
例
え
ば
九
頭
竜
川
右

岸
の
村
々
の
慶
長
3
年
（
１
５
９

８
）
の
太
閤
検
地
帳
に
は
、「
越

前
国
北
袋
内
（
毛
屋
）
村
〜
」
な

ど
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
明
治
か
ら
昭
和

　

明
治
時
代
に
入
る
と
勝
山
地
区

は
北
袋
に
変
わ
っ
て
大
野
郡
北
部

と
い
う
言
い
方
が
一
般
的
に
な
り

ま
す
。
そ
れ
に
対
し
大
野
地
区
は

郡
南
部
と
呼
ば
れ
、
し
か
も
明
治

11
年
大
野
町
に
郡
役
所
が
置
か
れ

た
こ
と
で
郡
の
中
心
と
し
て
の
地

位
を
確
立
し
ま
す
。
以
後
両
地
区

は
こ
と
あ
る
ご
と
に
対
立
し
北
部

で
は
分
郡
運
動
さ
え
起
り
ま
し

た
。
し
か
し
こ
う
し
た
逆
境
を
バ

ネ
に
勝
山
地
区
は
タ
バ
コ
・
製
糸
、

そ
し
て
機
業
を
発
展
さ
せ
て
き
ま

し
た
。
一
方
で
昭
和
10
年
代
に
は

大
野
・
勝
山
両
地
域
を
奥
越
と
呼

ぶ
言
葉
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
の
町
村
合
併
に
よ
り
両
市

が
成
立
し
た
の
は
、
上
記
の
よ
う

な
経
緯
を
踏
ま
え
る
と
必
然
で

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

■
昭
和
の
合
併
、
そ
の
経
緯

　

平
成
の
大
合
併
で
は
2
0
0
4

年
に
あ
わ
ら
市
が
、
2
0
0
6
年

に
は
坂
井
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

昭
和
の
町
村
合
併
は
昭
和
28
年
の

町
村
合
併
促
進
法
に
よ
り
進
め
ら

れ
、
大
野
郡
北
部
の
県
合
併
試
案

は
勝
山
町
外
5
ケ
村
（
村
岡
・
遅

羽
・
平
泉
寺
・
野
向
・
北
谷
）
と
、

3
ケ
村
（
荒
土
・
北
郷
・
鹿
谷
）

の
2
ブ
ロ
ッ
ク
と
す
る
も
の
で
し

た
。
そ
の
た
め
最
初
の
う
ち
は
両

ブ
ロ
ッ
ク
独
自
で
の
話
し
合
い
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、

そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
市
の
設
置

基
準
が
3
万
に
緩
和
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
5
万
に

改
正
さ
れ
る
前
に
市
制
決
議
を
し

な
い
と
永
遠
に
そ
の
機
会
は
訪
れ

ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
1
町
5
ケ
村

ブ
ロ
ッ
ク
の
人
口
は
2
1
9
1
8

人
で
、
両
ブ
ロ
ッ
ク
が
大
同
団
結

し
な
い
限
り
、
第
1
条
件
が
ク
リ

ア
ー
で
き
ま
せ
ん
。
こ
う
し
て
市

制
実
現
に
向
け
て
両
ブ
ロ
ッ
ク
の

間
で
、
29
年
1
月
以
降
真
剣
な
激

論
が
幾
度
も
交
わ
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。
合
併
の
利
益
と

し
て
財
政
力
の
強
化
、
行
政
経
費

の
節
約
と
事
務
処
理
の
能
率
化
、

税
金
の
効
率
的
使
用
、
人
材
登
用

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

勝
山
市
の
曙

〜
過
去
か
ら
現
在
そ
し
て
未
来
へ
〜

勝山市役所開庁式
（昭和29年9月1日）


